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１．目 的

２．研究テーマ（令和３～６年度）

センター研究について

本県学校教育の課題解決や学校支援に資する実践的・先導的な
研究を行うことにより、その成果が学校現場で生かされるようにする。

ＧＩＧＡスクール構想による学校における教育ICT整備が急速に進
められている中、資質・能力を一層確実に育成するための教員の
ICT活用指導力の向上が急務です。「令和６年度 学校教育指導の
方針と重点」にも『情報化に対応する教育の推進』が挙げられており、
本県学校教育の抱えている喫緊の課題の一つです。

そこで、教員のICT活用指導力の向上を目指し、ICTの活用に関
する、学校現場が抱える課題やニーズを明らかにし、実践に役立つ
教材やコンテンツ等の成果物などの提供を行っていきます。

「ICTを活用した授業アイディア」

３．テーマ設定の理由

令和６年度
研究グループ

教 科――国語
―社会、地理歴史、公民
―算数、数学
―理科
―音楽、図画工作、美術
―体育、保健体育
―家庭、技術・家庭
―外国語（外国語活動）
―特別の教科 道徳

教科外――特別支援教育

国語グループ

研究テーマ メンバー紹介

ICTを活用した国語科の授業づくりに関する研究

チーフ 青木雅俊（高校教育課）
メンバー 松尾和明（義務教育課）

小枝麻希（高校教育課）
髙田秀行（教育相談課）

研究概要

「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の領域ごとに、ICTを活用した授業づくりについて研究していま
す。単元目標に適した言語活動を設定し、ICTをどの場面でどのように活用するとよいか、具体的な学びのイ
メージや活用のポイントなどをまとめていきます。

領域「書くこと」
現代の国語「社会に対する意見を自
分の経験から導き出して書こう」

領域「読むこと」
３学年「作品の批評文を交流し合い、社
会の中で生きる人々 について考えよう」

領域「話すこと・聞くこと」
６学年「目的や条件に応じて話し
合おう 」
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研究テーマ

社会・地理歴史・公民グループ

研究概要

メンバー紹介
宮古和行（義務教育課・小学校社会科）、津田健一郎（義務教育課・中学校社会科）、
柴田裕介（高校教育課・地理歴史科）、古川規友（高校教育課・公民科）

「１人１台端末を活用したメディアリテラシーを育む授業開発研究」

2022年に総合科学技術・イノベーション会議が策定した「Society 5.0の実
現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」の中で、「子どもたち
の『デジタル・シティズンシップ』を育成することは喫緊の課題」であると
指摘され、デジタル・シティズンシップ教育の充実が必要な施策の一つとし
て挙げられています。
本研究では、デジタル・シティズンシップの６つの領域の中でも、特に社会

科・地理歴史科・公民科の授業で取り扱う場面が多く想定される「ニュー
ス・メディアリテラシー」に焦点を当て、メディアリテラシーを育む授業開
発を研究テーマとしました。

Google Workspaceをはじめとするデジタルツールを活用した効果的な授業事例
を検討し、研究成果はあおもり教育研究発表会などで報告します。

算数・数学グループ



研究テーマ

理科グループ

研究概要

メンバー紹介

《研究目的》
理科において、児童生徒が「主体的・対話的で深い学び」を実現し、主体的に問題解決

に取り組み、科学的に問題を解決できるよう、授業における「１人１台端末のICTを活用し
た指導方法」についての研究をさらに深め、充実を図る。

《研究内容》
１人１台端末のICTを活用した理科の授業づくり

● ICT活用の情報収集
● ICTを活用した授業例の考案
● 講座等での実践

時村 陽一（義務教育課） 葛西 雄 （義務教育課） 田中 孝幸（高校教育課）
髙村 裕彦（高校教育課） 齋藤 早津枝（高校教育課） 千葉 靖幸（高校教育課）

研究テーマ

音楽・図画工作・美術グループ

研究概要

メンバー

ICTを活用した音楽・図画工作・美術の授業づくり

ChromeＭusic Labの「アルペジオ」。コードをタップすると、分散和音の
音が出ます。和音のひびきを聴き取ったり、感じ取ったり、思考して歌うた
めに、音楽の流れに合わせて和音を鳴らすことができます。和音の移り変わ
りについて、実感を伴った理解につながるといいですね。

「個別最適な学びの充実へ向けたICTの活用」【音楽】

「ICTを活用した授業づくり」【図工・美術】

道川 里奈（高校教育課） 野呂 俊光（義務教育課） 葛󠄀西 励 （教育相談課）

Chrome Ｍusic Labの「スペクトログラム」。マイクボタンを押すと、出した音を可視
化できます。リコーダーのスタッカート奏法やポルタート奏法などの技能を身に付け
る際、音の形や長さを可視化することで、必要性を感じながら技能習得できるといい
ですね。

楽器を使うか、ICTを使うか、子どもが選ぶことで、学びやすくなってほしい

Arts & Cultureでは、バーチャルミュージ
アムにより、実際に美術館を探索するように
して作品を味わうことができます。



体育・保健体育グループ

研究テーマ

研究概要

メンバー紹介 ◎はチーフ

体育科・保健体育科の学習指導における１人１台端末の活用に関する研究

体育科・保健体育科教員の１人１台端末の活
用方法並びに学習指導モデルを研究・作成する
ことで、体育・保健体育における主体的・対話的
で深い学びの視点からの学習過程の改善につ
なげることを目的としています。

◎ 山谷 倫規（義務教育課）
齋藤 研 （高校教育課）
根城 亮輔（教育相談課）

「何」を「どのように
使う」か、ICTを活用
することで「どのよう
なメリット」があるかを
学習過程ごとにまと
めています。

令和５年度
学習指導モデル第３版 こちらから→

研究テーマ

家庭、技術・家庭グループ

研究概要

メンバー紹介

家庭、技術・家庭科の指導における主体的な学びに対応する、
生徒の個別課題支援のためのICT活用の工夫・研究

奈良岡 洋平（教育相談課） 飯田 香久（教育相談課） 小野 育恵 （産業教育課）

目 的

家庭、技術・家庭の授業において、主体的・対話的で深
い学びの実現に向けて、情報端末をどの場面でどのように
活用していくべきか、技術・家庭科ならではの情報端末を
活用した授業案を作成し、家庭、技術・家庭の授業におけ
る効果的なICT活用を促進する。

内容・方法

• どの端末でも使用可能な様々なツールの他、各内容でフ
リーで利用できるアプリケーションの紹介や実習教室の
ICT化についてまとめていく。

• 優れた実践事例を紹介し、さらなる授業活用への改良や
提案を行っていく。



研究テーマ

外国語（外国語活動）グループ

研究概要

メンバー紹介

生成AIを活用した外国語（英語）の授業づくり

昨年度までは言語活動の充実を目的として、ICTの効果的な活

用について研究してきました。その研究の過程で、生成AIを授業に

活用する方法は多様にあるものの、現状では具体的な活用方法に

ついてあまり知られておらず、さらなる研究の余地があると考えまし

た。そこで、今年度は授業づくりにおける生成AIの活用方法につい

て検討することとしました。

生成AIを効果的に活用することで、授業準備の効率化や授業で

の学習効果・意欲の向上、更なる言語活動の充実につながると考

え、具体的な活用方法を研究し、５つの活用例にまとめました。児童

生徒の言語活動の機会を増やし、コミュニケーションを図る資質・能

力を育成するための参考にしていただければと思います。

高校教育課 竹内 均 八木澤 真奈美 義務教育課 長谷川 紘一

研究テーマ
特別の教科 道徳におけるICTの効果的な利活用に関する研究

～個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を目指した指導～

特別の教科 道徳グループ

研究概要

メンバー紹介 義務教育課 齋藤 紀行、山谷 倫規

特別の教科 道徳の授業において、ICTを簡単に活用した授業づくりとその良さにつ
いて研究しています。日々の指導にすぐに取り入れられるように、活用のポイントな
どを具体的、かつ、個別最適な学びと協働的な学びの視点で分かりやすくまとめてい
きます。「簡単で、手軽にできるアプリケーション」を、「授業のどの場面でどんな
ことができるか」といったことについて、それぞれの良さや留意点も含め紹介します。

【紹介するアプリケーション】
Padlet、Excel、Canva、
ロイロノート・スクール他



研究テーマ

特別支援教育グループ

メンバー紹介

読み書きに困難のある児童生徒への機能代替アプローチによるICT活用
の理解啓発に関する研究 ‐研修パッケージの作成‐

森山 貴史
髙坂 正人
藤川 く み

(特別支援教育課 指導主事)
(特別支援教育課 指導主事)
(特別支援教育課 指導主事)

加賀谷 紀
小田桐 直美
千葉 玲奈

(特別支援教育課 指導主事)
(特別支援教育課 指導主事)
(教育相談課 指導主事)

目 的
小・中学校等における読み書きに困難のある児童生徒への「機能代替アプローチによ

るタブレットPC活用」に関する理解啓発をねらった研究成果物を、校内研修等で活用で
きるような研修パッケージとして作成し、理解啓発を推進する。

内 容 ・ 方 法

• 主に研修講座や校内研修等講師派遣事業で研究成果物を活用し、（必要に応じて）
研究成果物の内容を随時更新する。

• 研究成果物の校内研修等での活用方法を複数パターン検討し、それを紹介するリー
フレットを作成する。

令 和５ 年 度
研究成果物

「小・中学校の通常の学級における読み書きに困難のある児童生徒の
学び支援ガイド」
• 読み書きの困難への支援の必要性や考え方についての解説。
• 自分に合った学び方で学ぶことができるよう、代替手段としてタブ

レットPCを活用した学び方を中心に紹介。

あおもり教育研究発表会２０２４
～未来につなぐ青森の教育～ のお知らせ

【演題】
「クラウド活用を基盤とした学
習者主体の授業をデザインする
－個別最適な学びにおけるICT
の活用－」

【講師】
放送大学 准教授

小 林 祐 紀 氏

【プロフィール】
公立小学校教諭を経て2015年4月～2024年3月ま
で茨城大学教育学部准教授。専門は教育工学、ICTを
活用した教育実践研究。日本教育メディア学会理事、日
本デジタル教科書学会理事、AI時代の教育学会理事。
文部科学省学校DX戦略アドバイザー、文部科学省委託
事業「主体的・対話的で深い学びの充実に資するデジタ
ル教科書をはじめとするICT機器等を活用した効果的な
指導に関する実証研究事業」有識者委員などを歴任。

８：５０～ 受付（時間内常時）
９：２０～ 開会行事
９：３０～ センター研究発表

１２：００～ 昼食
１３：００～ ２年目研究員研究発表
１５：００～ 講演
１６：３０ 終了

と き：令和６年１１月１５日（金） ところ：青森県総合学校教育センター

展示場所 展示内容

特別支援
教育課棟
（１階）

特別支援教育教材
教具展示会

中研修室前
（２階）

図書資料室にある書籍等の
紹介ポスター

≪ 主な日程 ≫ ≪ 講 演 ≫

≪ 展 示 ≫



こころの教育相談センターの活動紹介（教育相談課）

学校に行きたくても行けない児童生徒の不安や悩みを軽減し、人間関係の改善等の適応能力を育
み、社会的自立を目的に支援を行っています。

ＡＬＴを招き、ネイティブな発音に触れながら、読み書きや発音のスキル
を高める活動を行っています。また、様々な活動を通してＡＬＴの出身地や
様々な国についての文化を楽しく学ぶ機会にもなっています。

自分の得意科目の更なる強化や苦手箇所の克服、定期テストや
進学対策など、各々の目標に向かって学習に励んでいます。指導
員や担当相談員が支援や補助にあたります。
昼食・休憩後には、１５分間のパワーアップタイム（国・数・

英）が行われ、基礎基本の定着を目指した学習に取り組みます。

興味や関心をもった新聞記
事を切り抜き、感じたことや
学んだことなどを、自分なり
にまとめたコメントを添えて
掲示していきます。社会の今
を知るとともに、郷土への理
解を深めながら表現力を養っ
ていきます。

動物愛護センターで犬の散
歩やシャンプー体験など、動
物とのふれあいを行っていま
す。動物とのふれあいを通し
て、心を癒し、温かな交流を
図ることで、コミュニケー
ション能力や人間関係を築く
力を身に付ける機会になって
います。

通所生で決めた「笑顔満
祭」のテーマの下、今年度は
ハンドベルの演奏や書道パ
フォーマンスの発表を行いま
した。文化祭準備から実施ま
で、自主性・意欲・人間関係
等を育むための内容になって
います。

コミュニケーション能力や
良好な人間関係を築く力を身
に付けるために、人間関係づ
くりプログラム（対人関係プ

ログラム、ソーシャルスキル
トレーニング、構成的グルー
プ・エンカウンターなど）を
行っています。

通所生の意欲・自主性・創造性等を育むために、様々な創作に

取り組んでいます（風鈴、コラージュ文字、デコレーション鶴、
イラスト、ポーリングアート、金魚ねぶた、けん玉等）。また、
文化祭前には会場の装飾類（文化祭テーマ提灯、ステージ演出
等）を創作しています。


